
(57)【要約】

【課題】対応する少なくとも二面に長手方向に伸びる溝

を有し、かつ前記二面に渉って貫通された貫通孔４を備

えた角柱１と、他の角柱１５を連結する場合において、

該貫通孔４にボルトを備えたジョイント部材を挿通し、

これによって二角柱を連結するが、従来のジョイント部

材では貫通孔の開口部を塞ぐ構造にはなっていないので

、貫通孔に塵埃等が入り、かつ美観を損ねるところがあ

った。

【解決手段】本発明のジョイント部材５は、角柱に設け

た貫通孔４に挿入されるジョイント部材５であって、貫

通孔４の開口に適合する形状を有する閉鎖部６と、閉鎖

部６の背部に一体的に設けた、ボルト挿通孔７を有する

ボルト支持部８と、閉鎖部６の上部に突出した角柱の溝

３に係合する幅を有する溝係合部９とからなり、ボルト

挿通孔７にはボルト１１が挿入されてなる。

【選択図】

　図１４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 対 応 す る 少 な く と も 二 面 に 長 手 方 向 に 伸 び る 溝 を 有 し 、 か つ 前 記 二 面 に 渉 っ て 貫 通 さ れ
た 貫 通 孔 を 備 え た 角 柱 に お い て 、 前 記 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ る ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ っ て 、 該 ジ
ョ イ ン ト 部 材 は 、 前 記 貫 通 孔 の 開 口 に 適 合 す る 形 状 を 有 す る 閉 鎖 部 と 、 前 記 閉 鎖 部 の 背 部
に 一 体 的 に 設 け た 、 ボ ル ト 挿 通 孔 を 有 す る ボ ル ト 支 持 部 と 、 前 記 閉 鎖 部 の 上 部 に 突 出 し た
前 記 角 柱 の 溝 に 係 合 す る 幅 を 有 す る 溝 係 合 部 と か ら な り 、 前 記 ボ ル ト 挿 通 孔 に は ボ ル ト を
挿 入 し て な る こ と を 特 徴 と す る 枠 材 組 立 用 ジ ョ イ ン ト 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 枠 材 組 立 用 ジ ョ イ ン ト 部 材 お い て 、 前 記 ボ ル ト 支 持 部 に 対 抗 す る 位
置 に 、 前 記 ボ ル ト 孔 を 共 通 に 有 す る 第 ２ の ボ ル ト 支 持 部 を 設 け 、 必 要 に 応 じ て 、 前 記 閉 鎖
部 に は そ の 下 部 に 突 出 す る 第 ２ の 溝 係 合 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 枠 材 組 立 用 ジ ョ イ ン
ト 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 し た 枠 材 組 立 用 ジ ョ イ ン ト 部 材 お い て 、 前 記 ボ ル ト を 前
記 ボ ル ト 挿 通 孔 に 挿 通 し た 状 態 で 、 前 記 ジ ョ イ ン ト 部 材 を 前 記 貫 通 孔 に 挿 入 し 、 前 記 閉 鎖
部 が 前 記 貫 通 孔 の 開 口 部 に 嵌 合 し た と き 、 ボ ル ト 頭 部 は 、 角 柱 に 設 け た 長 手 方 向 の 溝 の 底
部 に 衝 合 す る よ う に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 枠 材 組 立 用 ジ ョ イ ン ト 部 材 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 軸 方 向 に 溝 を 有 す る 柱 状 の 枠 部 材 を 、 複 数 本 使 用 し て 立 体 的 構 造 物 に 組 み 立
て る 場 合 に お い て 、 枠 部 材 同 士 の 連 結 に 使 用 す る た め の ジ ョ イ ン ト 部 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 四 角 柱 の 各 面 に 長 手 方 向 に 伸 び る 溝 を 有 す る 枠 部 材 を 、 複 数 本 組 み 合 わ せ て 各 種 機 器 を
取 付 け る 基 台 等 の 構 造 物 を 組 み 立 て る こ と が あ る 。 特 に 、 一 本 の 枠 部 材 の 中 間 側 面 に 対 し
て 、 他 の 枠 部 材 の 端 面 を 当 接 し て 、 T字 状 態 で 接 続 す る よ う な 場 合 、 他 方 の 枠 部 材 に 一 側
か ら 対 抗 す る 一 側 へ 貫 通 す る 孔 を 穿 ち 、 こ の 孔 に 一 本 の ジ ョ イ ン ト 部 材 を 挿 通 し 、 こ の ジ
ョ イ ン ト の 先 端 と 後 端 と に 設 け た 切 欠 き に 夫 々 ボ ル ト を 挿 通 し 、 両 ボ ル ト の 先 端 部 を 、 一
方 の 枠 部 材 の 溝 中 に 臨 ま せ 、 溝 中 で ナ ッ ト に 螺 合 す る こ と に よ っ て 、 二 本 の 枠 部 材 を T字
状 に 接 続 し て い る 。 　
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ ４ ４ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ ４ ４ ３ ７ 号 公 報 に 開 示 さ れ た ジ ョ イ ン ト 部 材 に は 切 欠 き が 不 可 欠 で あ
る が 、 切 欠 き が あ る た め に 、 粉 塵 、 油 等 が ボ ル ト 等 が 頭 部 お よ び そ の 周 辺 に 付 着 し 易 く 、
ま た 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 の 挿 入 個 所 は 切 欠 き が あ る た め 窪 ん で 見 え 、 見 映 え が 悪 い な ど の 問
題 が あ っ た 。
　 本 発 明 で は 、 枠 部 材 に 穿 っ た 貫 通 孔 の 開 口 を 塞 ぐ よ う に し て 装 着 で き る 、 ボ ル ト を 担 持
し た 状 態 で 用 い る ジ ョ イ ン ト 部 材 を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 従 来 の 問 題 点 を 回 避 し よ う と
す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 は 、 対 応 す る 少 な く と も 二 面 に 長 手 方 向 に 伸 び る 溝 を 有 し 、 か
つ 前 記 二 面 に 渉 っ て 貫 通 さ れ た 貫 通 孔 を 備 え た 角 柱 に お い て 、 前 記 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ る ジ
ョ イ ン ト 部 材 で あ っ て 、 該 ジ ョ イ ン ト 部 材 は 、 前 記 貫 通 孔 の 開 口 に 適 合 す る 形 状 を 有 す る
閉 鎖 部 と 、 前 記 閉 鎖 部 の 背 部 に 一 体 的 に 設 け た 、 ボ ル ト 挿 通 孔 を 有 す る ボ ル ト 支 持 部 と 、
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前 記 閉 鎖 部 の 上 部 に 突 出 し た 前 記 角 柱 の 溝 に 係 合 す る 幅 を 有 す る 溝 係 合 部 と か ら な り 、 前
記 ボ ル ト 挿 通 孔 に は ボ ル ト を 挿 入 し て な る こ と を 特 徴 と す る 枠 材 組 立 用 ジ ョ イ ン ト 部 材 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 ボ ル ト を 担 持 し た ジ ョ イ ン ト 部 材 は 、 溝 係 合 部 を 角 柱 に 設 け た 溝 に
整 合 す る こ と に よ っ て 位 置 決 め さ れ な が ら 、 角 柱 に 穿 た れ た 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ 、 閉 鎖 部 が
角 柱 の 表 面 と 面 一 に な っ た 状 態 で 、 取 付 け た ボ ル ト の 軸 部 は 角 柱 の 溝 中 に あ っ て 、 そ の 先
端 は 他 の 角 柱 の 溝 部 に 臨 む よ う に な る の で 、 他 の 角 柱 と 容 易 に 連 結 す る こ と が で き 、 ま た
、 貫 通 孔 の 開 口 部 は 閉 鎖 部 に よ っ て 塞 ぐ こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 枠 材 組 立 用 ジ ョ イ ン ト 部 材 お い て 、 前
記 ボ ル ト 支 持 部 に 対 抗 す る 位 置 に 、 前 記 ボ ル ト 孔 を 共 通 に 有 す る 第 ２ の ボ ル ト 支 持 部 を 設
け 、 必 要 に 応 じ て 、 前 記 閉 鎖 部 に は そ の 下 部 に 突 出 す る 第 ２ の 溝 係 合 部 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 枠 材 組 立 用 ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 の 特 徴 の ほ か に 、 第 ２ の ボ ル ト 支 持 部 を 設 け る こ と に よ っ て 、
ジ ョ イ ン ト 部 材 を 上 下 い ず れ の 方 向 に し て も 貫 通 孔 に 取 付 け ら れ る の で 、 取 り 扱 い に お け
る 方 向 性 が な く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 し た 枠 材 組 立 用 ジ ョ イ ン ト
部 材 お い て 、 前 記 ボ ル ト を 前 記 ボ ル ト 挿 通 孔 に 挿 通 し た 状 態 で 、 前 記 ジ ョ イ ン ト 部 材 を 前
記 貫 通 孔 に 挿 入 し 、 前 記 閉 鎖 部 が 前 記 貫 通 孔 の 開 口 部 に 嵌 合 し た と き 、 ボ ル ト 頭 部 は 、 角
柱 に 設 け た 長 手 方 向 の 溝 の 底 部 に 衝 合 す る よ う に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 枠 材 組 立 用 ジ ョ
イ ン ト 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 の 特 徴 の ほ か に 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 の 貫 通 孔 へ の
挿 入 深 さ の 度 合 い を ボ ル ト の 頭 部 と 溝 の 底 部 と の 衝 合 に よ っ て 、 決 め る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 は 、 角 柱 の 貫 通 孔 に 、 ボ ル ト と 共 に ジ ョ イ ン ト 部 材 を 挿 入 す る
と 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 の 閉 鎖 部 に よ っ て 、 貫 通 孔 の 開 口 を 塞 ぐ こ と に な り 、 閉 鎖 部 の 背 面 に
、 貫 通 孔 の 殆 ど と ボ ル ト の 頭 部 が 位 置 し て い る の で 、 貫 通 孔 へ の 粉 塵 等 が 入 る こ と を 防 止
で き 、 角 柱 の 表 面 と 閉 鎖 部 の 表 面 と が 面 一 と な っ て 、 見 た 目 を 良 く し た 状 態 で 締 結 部 を 隠
す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 効 果 の ほ か に 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 に 二 の ボ ル ト 支 持 部 を
対 抗 す る 位 置 に 設 け 、 両 ボ ル ト 支 持 部 を 貫 通 す る よ う に ボ ル ト 孔 が 位 置 し て い る の で 、 ボ
ル ト を 何 れ の 方 か ら で も 挿 入 で き る の で 、 作 業 を 正 確 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 効 果 の ほ か に 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 の 貫 通 孔 へ の 挿 入 深 さ
を ボ ル ト の 頭 部 と 角 柱 の 溝 底 部 と の 衝 合 を 利 用 し て 行 う よ う に し た の で 、 ジ ョ イ ン ト 部 材
と ボ ル ト を 組 み 合 わ せ た 状 態 で 、 自 動 的 に 貫 通 孔 へ の 挿 入 深 度 を 一 定 と す る こ と が で き 、
作 業 の 単 純 化 、 迅 速 化 が 期 待 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 図 １ 乃 至 図 ５ 並 び に 図 １ ３ 乃 至 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 枠 材 で あ る 角 柱 を 、 例
え ば 、 Ｔ 字 状 に 接 続 す る た め に 用 い る 枠 材 組 立 用 ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 角 柱 １ は 、 対 応 す る 少 な く と も 二 面 ２ ， ２ に 長 手 方 向 に 伸 び る 溝 ３ ， ３ を 有 し 、 か つ 前
記 二 面 に 渉 っ て 貫 通 さ れ た 貫 通 孔 ４ を 備 え て い る 。
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　 角 柱 に 設 け ら れ た 溝 ３ は 、 開 口 ３ Aよ り 底 部 ３ B側 が 広 く な っ て い る 。 ま た 、 貫 通 孔 ４ の
断 面 形 状 は 円 形 ， 多 角 形 い ず れ で も 良 い が ， 望 ま し く は 円 形 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 貫 通 孔 ４ に 挿 入 さ れ る ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ は 、 貫 通 孔 ４ の 開 口 ４ Aに 適 合 す る 形 状 を 有 す
る 閉 鎖 部 ６ と 、 閉 鎖 部 ６ の 背 部 に 一 体 的 に 設 け た 、 ボ ル ト 挿 通 孔 ７ を 有 す る ボ ル ト 支 持 部
８ と 、 閉 鎖 部 ６ の 上 部 に 突 出 し た 角 柱 １ の 溝 ３ の 開 口 ３ Aに 係 合 す る 幅 を 有 す る 溝 係 合 部
９ と か ら な る 。 ボ ル ト 挿 通 孔 ７ と 溝 係 合 部 ９ と は 、 同 一 方 向 を 向 く こ と に な る 。
　 ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ の 閉 鎖 部 ６ の 正 面 視 形 状 は 、 貫 通 孔 ４ の 開 口 に 適 合 す る た め 貫 通 孔 ４
の 開 口 ４ Aの 形 状 に よ る 。 貫 通 孔 ４ の 開 口 ４ Aの 形 状 が 円 形 な ら ば 、 閉 鎖 部 ６ も 円 形 と な る
。 ボ ル ト 支 持 部 ８ の 上 面 は 、 ボ ル ト を 安 定 し て 支 持 さ せ る た め 平 坦 で あ る が 、 そ の 下 面 は
貫 通 孔 ４ の 内 面 に 沿 う た め ， 図 面 で 示 す も の は 部 分 的 に 円 弧 面 を 有 す る 。 閉 鎖 部 の 上 部 に
突 出 し た 溝 係 合 部 ９ は ， ジ ョ イ ン ト 部 材 の 挿 入 時 の 位 置 決 め と 回 転 止 め 並 び に 溝 ３ の 開 口
閉 鎖 の 機 能 を 有 し 、 そ の 横 幅 は 、 溝 ３ の 開 口 ３ Aの 幅 に ほ ぼ 等 し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ を 貫 通 孔 ４ に 対 し ， 表 裏 か ら 夫 々 対 抗 し て 挿 入 す る に 際 し 、 ジ ョ イ ン
ト 部 材 ５ の ボ ル ト 挿 通 孔 ７ に は ボ ル ト １ １ を 挿 入 し 、 ボ ル ト 頭 部 １ １ Aを ボ ル ト 支 持 部 ８
に 係 止 し 、 ボ ル ト 軸 部 １ １ Bを 角 柱 １ の 溝 ３ の 長 手 方 向 に 沿 う よ う に し て ジ ョ イ ン ト 部 材
５ を 夫 々 貫 通 孔 ４ に 挿 入 す る 。 こ の と き 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ の 閉 鎖 部 ６ の 表 面 と 、 角 柱 １
の 側 面 と 面 一 と な る よ う に し て 挿 入 さ れ る と 共 に ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ の 閉 鎖 部 ６ の 周 縁 は 貫
通 孔 ４ の 開 口 ４ Aに 嵌 合 し 、 溝 係 合 部 ９ は 溝 ３ の 開 口 部 ３ Aに 嵌 合 す る 。 こ の 状 態 で 貫 通 孔
の 開 口 は 閉 鎖 状 態 に な る 。 ボ ル ト 頭 部 １ １ Aの 頂 面 に は 工 具 係 合 凹 部 １ １ Cが 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 各 ボ ル ト １ １ の 先 端 は 、 他 の 角 柱 １ ５ の 溝 １ ６ に 臨 ま せ 、 溝 １ ６ に 係 合 し た ナ
ッ ト １ ２ に 夫 々 ね じ 込 む こ と に よ っ て 、 二 本 の 角 柱 １ 、 １ ６ は 二 箇 所 に お い て 固 定 さ れ 、
一 体 に 連 結 さ れ る 。 こ の よ う な 枠 材 の 連 結 を 組 み 合 わ せ つ つ 立 体 的 構 造 物 を 構 築 し て ゆ く
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ の 溝 係 合 部 ９ の 上 面 お よ び ボ ル ト 支 持 部 ８ の 下 面 に 形 成 さ れ た
平 面 １ ０ は 、 角 柱 の 溝 ３ の 開 口 に 嵌 込 む 帯 状 シ ー ル 部 材 の 端 面 （ 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 す
る 平 面 と な っ て い る ） が 当 接 し た 際 に 隙 間 な く フ ィ ッ ト す る た め に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ の 貫 通 孔 ４ へ の 挿 入 深 さ の 度 合 い を ボ ル ト 頭 部 １ １ Aと 、 溝
１ ３ の 底 部 １ ３ Aと の 衝 合 に よ っ て 決 め る よ う に す る こ と が で き る 。 ボ ル ト １ １ を ボ ル ト
挿 通 孔 ７ に 挿 通 し た 状 態 で 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ を 貫 通 孔 ４ に 挿 入 し 、 閉 鎖 部 ６ が 貫 通 孔 ４
の 開 口 部 に 嵌 合 し た と き 、 ボ ル ト 頭 部 １ １ Aが 、 角 柱 に 設 け た 長 手 方 向 の 溝 ３ の 底 部 ３ Aに
衝 合 す る よ う に 設 け る こ と に よ っ て 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ を 単 に 押 し 込 む だ け で 、 そ の 停 止
位 置 が 所 定 位 置 に 達 し た も の と す る こ と が で き る の で 、 作 業 の 迅 速 性 を 図 る こ と が で き る
。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 施 例 を ， 図 ８ 乃 至 図 １ ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 な お 、 こ の 実 施 例 に お い て 、 先 の 最 良 の 形 態 で 示 し た 部 材 ま た は 部 分 と 同 一 ま た は 類 似
の も の に つ い て は ， 同 一 の 番 号 を 付 し 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ 乃 至 図 ５ で 示 し た ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ は 、 垂 直 に 保 持 し た 角 柱 １ に 対 し 使 用 す る 場 合
、 ボ ル ト 支 持 部 ８ を 上 方 に 向 け て 貫 通 孔 ４ に 挿 入 す る 必 要 が あ っ た 。
　 図 ８ 乃 至 図 １ １ に 示 す 実 施 例 に お い て は 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 ５ を 、 上 下 い ず れ の 向 き に し
て も 使 用 で き る よ う に 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 す な わ ち 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 １ は 、 貫 通 孔 の 開 口 に 適 合 す る 形 状 を 有 す る 閉 鎖 部 ６ と 、 閉
鎖 部 ６ の 背 部 に 一 体 的 に 設 け た 、 一 対 の ボ ル ト 支 持 部 ８ 、 ８ Aと 、 一 対 の ボ ル ト 支 持 部 を
貫 通 す る ボ ル ト 挿 通 孔 ７ と 、 閉 鎖 部 ６ の 上 部 お よ び 下 部 に 突 出 し 、 ボ ト ル 挿 通 孔 ７ と 並 行
に 伸 び た 、 角 柱 の 溝 に 係 合 す る 幅 を 有 す る 一 対 の 溝 係 合 部 ９ 、 ９ Aと か ら な る 。 一 対 の 溝
係 合 部 ９ 、 ９ Aは 一 方 を 省 略 す る こ と が で き る 。
　 ジ ョ イ ン ト 部 材 １ は 、 一 つ の ボ ル ト 支 持 部 ８ に 対 抗 す る 位 置 に 、 ボ ル ト 挿 通 孔 ７ を 共 通
に 有 す る 第 ２ の ボ ル ト 支 持 部 ８ Aを 設 け た も の で あ る か ら 、 ボ ル ト を 上 下 い ず れ の 側 か ら
で も ボ ル ト 挿 通 孔 ７ へ 挿 通 可 能 と な る の で 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 １ を 一 方 の 溝 係 合 部 ９ を 溝 に
係 合 す う よ う に ボ ル ト と 共 に 貫 通 孔 ４ に 嵌 込 め ば 良 い の で 、 よ り 作 業 が 迅 速 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 斜 め 後 方 斜 視 図
【 図 ２ 】 そ の 平 面 図
【 図 ３ 】 そ の 正 面 図
【 図 ４ 】 そ の 背 面 図
【 図 ５ 】 図 ２ A－ A線 に 沿 う 断 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の ジ ョ イ ン ト 部 材 に ボ ル ト を 挿 通 し た 状 態 を 示 す 斜 め 後 方 斜 視 図
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 斜 め 後 方 斜 視 図
【 図 ８ 】 そ の 平 面 図
【 図 ９ 】 そ の 正 面 図
【 図 １ ０ 】 そ の 背 面 図
【 図 １ １ 】 図 ８ A－ A線 に 沿 う 断 面 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お い て 、 ジ ョ イ ン ト 部 材 に ボ ル ト を 挿 通 し た 状 態 を 示 す 斜 め
後 方 斜 視 図
【 図 １ ３ 】 ジ ョ イ ン ト 部 材 が 組 み 合 わ さ れ た 角 柱 の 平 面 図
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ A－ A線 に 沿 う 断 面 図
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ を 左 か ら 見 た 一 部 を 断 面 で 示 し た 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ 　 角 柱
２ 　 角 柱 の 側 面
３ 　 角 柱 に 設 け た 溝
３ A　 溝 の 開 口
３ B　 溝 の 底 部
４ 　 貫 通 孔
４ A　 貫 通 孔 の 開 口
５ 　 ジ ョ イ ン ト 部 材
６ 　 ジ ョ イ ン ト 部 材 の 閉 鎖 部
７ 　 ジ ョ イ ン ト 部 材 の ボ ル ト 挿 通 孔
８ 、 ８ A　 ジ ョ イ ン ト 部 材 の ボ ル ト 支 持 部
９ 、 ９ A　 ジ ョ イ ン ト 部 材 の 溝 係 合 部
１ ０ 　 平 面
１ １ 　 ボ ル ト
１ ２ 　 ナ ッ ト
１ ５ 　 他 の 角 柱
１ ６ 　 他 の 角 柱 の 溝
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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